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肥大心 の左室収縮 ． 拡張動態に 関する心 エ コ ー

図学的検討

金沢大学医学部内科学第二 講座 く主任 二 竹 田 亮祐 教授1

名 村 正 伸
く昭和60 年 2 月 1 日受付I

高血 圧性肥大心 と肥大型心筋症の 左 室収縮， 拡張動態の 相違 な らび に その成因 を知 る目的で， 対照

群， 対称性申隔肥厚 を示 す本態性高血圧症群く対称性高血圧症群ユ， 非対称性中隔肥厚 を示す 本態性高血圧

症群 く非対称性高血 圧症群う お よ び肥 大塾心筋症群 を対象に
，
ア ン ジオ テ ン シ ンエ1 お よ び ノ ル エ ビネ フ リ

ン 負荷 を行い ， こ れ に対 する左室収縮， 拡張動態 の 反応 に 関 して心 エ コ ー 図解析法 を用 い 比較検討を行 っ

た ． ア ン ジオ テ ン シ ン H 負荷に よ る左室後負荷増大 は各群で同様で あ っ た が， 非対称性高血圧症， 肥大型

心筋症両群で 拡張期最大後壁厚減少速度 の 有意な低下を
，
また

， 非対称性高血圧症群で収縮期最大中隔厚

増加速度の有意 な低下を認め た．
さら に， 肥大塾心筋症群 で は

，
収縮期最大中隔厚増加速度は， ア ン ジオ

テ ン シ ン H 負荷前よ り著 しい 低値 を示 し， 負荷後 も変化 を示 さ なか っ た ．
ノ ル エ ビネ フ リ ン 負荷 に よ る左

室後負荷増大 も各群 で 同様で あ っ た が， 非対称性高血 圧症， 肥大型心 筋症両群で 拡張期最大後壁摩滅少速

度の 有意な上 昇 を認め た． 収縮期最大中隔厚増加速度は， 非対称性高血圧症群で ア ン ジオ テ ン シ ンエ1 負荷

時に 低下を示 した の に 対 し
，
ノ ル エ ビネ フ リ ン 負荷時に は有意な変化を示 さな か っ た ． さ らに

， 肥大型心

筋症群で は， 収縮期最大中隔厚増加速度 は変化を示 さ な い も の の
， 拡張期最大中隔摩滅少速度 は有意な上

昇を示 した． 以 上 よ り
，
ア ン ジオ テ ン シ ンIl 負荷 に よ る左室後負荷増大に 伴い ， 非対称性高血圧症， 肥大

型心 筋症両群 で 後壁拡張動態の 障害が明 らか と な り， さ ら に非対称性高血圧症群 で は中隔収縮予備能の障

害が， 肥 大型 心 筋症群 で は中隔収縮 予備能の 消失が明ら か と な っ た
．
ま た

，
ノ ル エ ビネ フ リ ン負荷 の検討

よ り
，
非対称性高血圧 痕 肥大垂心 筋症両群で は， 後壁拡張動態の ノ ル エ ビネ フ リ ン に 対す る反応性冗進

を認め ， ま た， 非対称性高血圧症群 で は
， 中隔収縮動態 の 反応性完進 を， さ ら に

，
肥大型 心筋症群 では，

中隔拡張動態の 反応性克進 を認め た． すな わ ち
，
非対称性高血圧症群 は， 肥大型心筋症群と極め て 類似 し

た局所壁動態 を示 したが
， 中隔動態 に 関 して は肥大型心 筋症群 と若干 の 相違点を有 し， 肥大型心筋症の高

血圧合併 な い しは先天 性素因を基礎 に 高血圧 が加わ り， 肥大型心 筋症 と同様の 肥厚 を生 じた群と推定さ れ

る
．
ま た

， 非対称性高血圧 症 ， 肥 大型 心筋症両群の 成因 に は
，
ノ ル エ ビ ネ フ リ ン に 対する 反応性の完進が

関与 して い るも の と推定さ れ る．

K e y w o r d s h y p e rt e n siv e c a r di a c h y p e r t r o p h y ， a S y m m et ri c s e p t al h y p e rt r o p h y ，

h y p e r t r o p h ic c a r di o m y o p a th y ， a n gi ot e n si n II ， n O r e p i n e p h rin e

心肥大は高血圧症
，
肥 大 型心 筋症な ど種々 の 疾患 に

おい て 認め られ ， そ の 成因や血 行動態 に 関 して こ れま

で さま ざま な検討が な され て い る ． 高血 圧 性肥大心 は
，

左室壁が 一 様 に 肥厚す る対称性中隔肥厚 を示 す点 が特

徴的と さ れり 2，， 動態面で は
，
正 常心 と同程度 に心 予 備

能は保た れ て い る とす るも の 314 や ， 左 室 壁 厚増大 に 伴

う収縮性低下 を指摘 する も の5コ
，
さ ら に

，
左 室壁厚増大

に伴う コ ン プ ライ ア ン ス の 低下 に よる 左室早期拡張能

の 障害 を指摘す る もの 6 川 が ある
．

一

方， 肥大 塾心 筋症

で は
，
T e a r e

2

や B r o ck
鋸
の 剖検報告以来， 心室 中隔が

左室自由壁 に 比較 し著明に 肥厚 す る非対称性中隔肥厚

を示 す 点が特徴的とさ れ
， 非観血的 に も， 心 エ コ ー 図

A b b r e v i ati o n s ニ A II
，
a n gi ot e n si n 工I ニ C ， C O n t r Ol ニ H C M ，

h y p e r t r o p hic c a rd i o m y o p at h y 三

H R
，
h e a r t r at e 三 H T q A S H

，
e S S e n ti al h y p e rt e n si o n w ith a s y m m e t ric s e p t al h y p e r t r o p h y ニ H T －

S H
，
e S S e nti al h y p e rt e n si o n w it h s y m m et ri c s e p t al h y p e rt r o p h y ニ工V S T d ， e n d －di a s t olic

i nt e r v e nt ri c ul a r s e p t al t hi ck n e s s ニ L V D d ， e n d － di a st oli c l eft v e n t ric ul a r di m e n si o n ニ L V D s ，
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上
，
心 室中隔ノ後壁厚比 1 ．3 以 上の 非対称性中隔肥厚 を示

す こ とが ， 肥大型心 筋症の 臨床診断上 の特異的所見と

な っ てい る
相 川

． 動態面の検討で は， 左 室収縮動態は正

常か， あ る い は む し ろ， 冗進状態に あ り
7I 1 2I

，
壁厚増大

に 伴う コ ン プ ライ ア ン ス の 低下 に よる 拡張動態の 障害

が
，
その 病態の主 たる も の で あ る と され て い る1 3 ト 瑚

しか しなが ら， 近年， 高血圧 性肥大心の中に も ， 非

対称性中隔肥厚 を示 す もの の存在が報告され る よう に

なり
1 引 一 瑚

， その 成因に 関 して種々 の論義が な され て い

る
． 特異な圧 負荷適応 と考え， 高血 圧性肥大心 の 1 型

と す る も の
1 引
， 肥大型心 筋症 の高血 圧 合併 と す る も

の
1 6 刷

，
あ る い は

，
先天 性素因 を基 礎 に 高血 圧 が 加わ

り， 肥 大 型 心 筋症 と同様 の肥厚 を生 じた と す る も

の
20 掩い等， さ ま ざま な提唱が なさ れ て い るが ， 未 だ

一 定

の見解を得る に は至 っ て い な い ． ま た， 臨床上 ， 高血

劇闇巴大心 と肥大型心筋症との 鑑別， さ ら に は 治療薬剤

の選択が困難 な場合が少な くな い ． そ こ で 著者は
， 高

血圧症お よ び肥大型心筋症患者に 対 して， ア ン ジオ テ

ン シ ン H お よ び ノ ル エ ビネ フ リ ン の 投与 を行い ，
こ れ

らに 対す る左 室収縮
，
拡張動態の 反 応を心 エ コ ー 図解

析法を用 い て比較検討 し， 高血圧性肥大心 と肥大型心

筋症との 相違 な らび に その成因に 閲 し検討 し た．

対象お よ び方法

1 ． 対象

臨床所見お よ び諸種心機能検査 に 基づ き判定 した 正

常対照群 くc o n t r ol ， C 群1 ， 外来時血 圧 が 収縮期 160

m m H g ， 拡張期 90 m m H g 以上 の W H O 高血圧基 準 を

満た し， 高血 圧 の既往歴 を有 す る本態性高血圧症群，

厚生省特定疾患特発性心筋症調査研究班 に よ る特発性

心筋症の 診断の手引き2 2りこ基づ き 診断した 肥大型心筋

症群 くh y p e rt r o ph i c c a r di o m y o p a th y ， H C M 群l の う

ち， 解析 可能 な心 エ コ ー 図の 得 られ るも の を対象と し，

糖尿病 ， 腎不 全， 内分泌 疾患， 不 整脈， 冠動脈造影 上

の 有意な冠 動脈病変等， 心 機能 に 影響 をお よ ぼす他の

疾患の 合併例 は除外 した． 本態性高血 圧 症群は， 心 エ

コ
ー

図上 か つ 両室同時造影
231
上
，
中隔ノ後壁厚比 1 ． 3 未

満 の対称性中隔肥厚 を示 す 本態性高血 圧 症 群 くe s s e n －

ti al h y p e rt e n si o n w i th s y m m et ri c s e p t a l h y p e r －

t r o ph y ， H T
－S H 群l と ， 中隔J 後壁厚比 1 ． 3 以上 の非

対称性中隔肥厚 を示 す本態性高血 圧 症群 くe s s e n ti al

h y p e rt e n si o n w ith a s y m m e t ri c s e p t al h y p e r t r o p h y ，

H T － A S H 群う の 2 群 に 分類 した．

ア ン ジオ テ ン シ ンII くa n gi o t e n si n II ， ハ イ パ テ ン シ

ン
，
A IIl 負荷お よ び ノ ル エ ビ ネ フ リ ン くn o r e pi n e ．

pb ri n e ， ノ ル ア ド レ ナ リ ン ， N Eう 負荷 を行 っ たも の の

内訳は ， 表 1 の ごと く で あ り， A H 負荷 は， C 群 1 0

名く男性 9 名， 女性 1 名， 年令 47 士 2 歳1 ， H T － S H 群

16 名く男性 13 名， 女性 3 名， 年令 52 士 2 歳l ， H T － A S H

群9 名く男性 6 名， 女性 3 名， 年令 53 士 2 歳つ， H C M

群13 名 く男性 10 名， 女性 3 名， 年令 47 士 3 歳う を対

象と し ，
N E 負荷 は， C 群 6 名 く男性 4 名， 女性2 名，

年令 48 士 4 歳1 ， H T －S H 群7 名く男性4 名， 女性3 名，

年令51 士 3 歳l ， H T － A S H 群 9 名く男性 7 名， 女性2

名， 年令 54 士 3 歳う， H C M 群 7 名く男性 6 名， 女性 1

名， 年令 48 士 4 歳つ を対象と した ． 各群間 に 年令の 有

意差は な か っ た ．

2 ． 方法

1 週 間以 上 休薬の上 ， 被検者に 30 分以上 の 安静を保

たせ た 後， 血圧 ， 心 エ コ
ー 図を記録 した． その 後， A I工

4 へ 3 2 n g J
lk gl mi n あ る い は N E 5 0

旬 4 0 0 n gノk gl m i n

を肘静脈よ り段階的に 持続注入 し， 3 分間以上 安定し

T a bl e l ． S u bj e c t s f o r a n gi o t e n si n II a n d n o r e pi n e ph ri n e i n f u si o n st u d y

A n gi o t e n si n

N o ． of S e x A g e くy e a r sI
C a S e S M J

，
F m e a n 土 S E M

N o r e p l n e Ph ri n e

N o ． of S e x A g eくy e a r sI
C a S e S M J

I
F m e a n 士 S E M

C l O 9 ハ 47 士2

H T －S H 1 6 1 3ノ3 52 士2

H T － A S E 9 6ノ3 5 3 士2

H C M 1 3 10ノ3 4 7 士3

6 4ノ2 4 8 土4

7 4ノ3 5 1 士 3

9 7ノ2 5 4 土 3

7 6 ハ 4 8 士 4

e n d － S y S t Oli c l eft v e n t ri c ul a r d i m e n si o n 三 L V m a s s ，1 eft v e n t ri c ul a r m a s s ニ N E ， n O r e pi n e p h ri n e ニ

p D d ， n O r m ali z ed p e a k r a t e of d ia st oli c l ef t v e n t ri c ul a r d i m e n si o n al le n g t h e nin g ニp D s ，

n o r m ali z e d p e a k r at e of s y st oli c l eft v e n t ric ul a r di m e n si o n al s h o rt e n in g 三 pI V S d ， n O r m ali z e d

p e a k r at e of di a st oli c s e p t al th in ni n g 三 pI V S s ， n O r m ali z e d p e a k r at e of s y st oli c s e p t al
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Fi g ． 1 ． D i gi ti z e d l e ft v e n t ri c ul a r e c h o c a rd i o g r a m
f r o m a c o n t r o l p a ti e n t ． T h e u p p e r p a n el r e

－

p r e s e n t s s e pt al くu p p e r li n eI a n d p o st e ri o r w all

くl o w e r li n el e c h o e s ． T h e m id d l e a n d b o tt o m

P a n el s a r e pl o tt ed f o r l e ft v e n t ri c ul a r di m e n si o n

a n d it s r a t e of c h a n g e ， r e S p e C ti v e l y ．

た約30 ％の 収縮期血 圧 上 昇が 持続 し て い る と 確認 し

た後， 心 エ コ ー 図 を同 一 部位で 再記録 した． 血 圧 は非

観血的に 測定 し， 心 エ コ ー 図は東芝社製 S S H －1 1 A を

用 い ， H o n e y w e11 社製 M o d el 1 2 19 st ri p c h a rt r e c o r d －

e r
， 東芝社製 LS R－2 0 B li n e s c a n r e c o rd e r に よ り紙送

り速度 1 00 m m l s e c に て 記録 した ． 得 られ た 心 エ コ ー

図よ り， N e u m o n i c s 社製臨床用 グ ラ フ 解析装置 123 9

型 を用 い
，
以 下 の 計測お よ び血行力学的諸指標の 算出

thi c k e ni n g 三 p P W d ， n O r m ali z e d p e ak r a t e

n o r m ali z e d p e a k r at e of s y st olic p o s t e ri o r

1 6 5

を行 っ た ．

1 1 拡 張末期心室中隔壁厚， e n d －d i a st oli c i n t e r ．

V e n t ri c ul a r s e p t al th i c kn e s s ロV S T d1

2 1 拡張末期後壁厚， e n d － di a st o li c p o st e ri o r w all

th i c kn e s s くP W T dJ

3 1 拡張末期左室径， e n d ．d i a st oli c l ef t v e n t ri c ul a r

d i m e n si o n くL V D d1

4 1 収縮 末期左室径， e n d － S y St Oli c l eft v e n t ri c ul a r

di m e n si o n くL V D sJ

5 1 左 童心筋重量， 1 e ft v e n t ri c ul a r m a s s くL V

号亡くL V D d ＋I V S T d ＋P W T d l 3 － くL V D d l 3j x l － Ob

6 1 左室収縮期最大壁応九 1 eft v e n t ri c ul a r p e a k

S y S t Oli c st r e s s くP S Sl ニ

0 ．33 4 X s y s t oli c bl o o d p r e s s u r e x L V D d

0 ．5 xくI V S T d ＋ P W T d l x亡1 ＋0 ．5 X くI V S T d ＋P W T d ll L V D dコ
X l O

8

7 1 収縮期最大左室径短縮速度， n O rm ali z e d p e a k

r a t e of s y s t oli c l ef t v e n t ri c ul a r di m e n si o n al

Sh o rt e n in g くp D sI

8 1 収賄期最大中隔厚増加速凰 n o r m ali z e d p e a k

r a t e o f s y st oli c s e pt al thi c k e n i n g くpI V S sI

9 1 収縮期最大後壁厚増加速度， n O r m ali z e d p e a k

r a t e o f s y st oli c p o s t e ri o r w a 11 thi c k e n i n g くp P W s1

1 0J 拡張期最大左室径増加速度， n O m ali z e d p e a k

r a t e of d i a s t oli c l e ft v e n t ri c ul a r d i m e n si o n a1

1 e n g th e ni n g くp D dl

1 11 拡張期最大中隔厚減少速度， n O r m ali z ed p e a k

r a t e o f d i a s t oli c s e pt al th i n n i n g くpI V S dJ

1 2J 拡張期最大後壁摩滅少速度， n O r m ali z ed p e a k

r a t e o f di a s t oli c p o s t e ri o r w a ll th i n n i n g くp P W dl

P D s ， P D d は左 童心 内膜面の ト レ ー ス に より
，
ま た

，

PI V S s ， pI V S d は心 室中隔右室側 およ び左 室側心内膜

面の トレ ー ス に よ り ， さ ら に ， p P W s ， P P W d は後壁心

内膜面お よ び心 外膜面の ト レ ー ス に よ り得ら れ た左室

径， 中隔厚， 後壁厚最大変化速度を， それ ぞ れ， その

時点の 左畢径， 中隔厚あ る い は後壁厚で 除す る こ と に

よ り補正 し算出 した． 図1 は
，
左室心 内膜面を ト レ ー

ス し た場合 の 実例を示 す ． なお
，
各計測は ， 連続 した

2 心拍に つ い て 行い ， そ の 平 均値 を算出 した．

Of di a s t oli c p o st e rio r w all thi n n l n g ニ p P W s ，

W all t hic k e n in g ニ P S S ， 1 eft v e nt ri c ul a r p e a k

S y St Oli c st r e s s ニ P W T d ， e n d －di a st oli c p o st e ri o r w a11 t hi c k n e s s 三S B P ， S y St Olic bl o o d p r e s s u r e ．
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A b b r e v i a ti o n こ N S
，
n O t Si g n ifi c a n t ．

3 ． 検定法

各測定値 に 対 す る 統計 学的処 理 は 回 帰 分析，

S t u d e n t の対， 非対標本 の t ． 検定 に よ り行 い ， 危 険 率

p く 0 ．05 を有意差 と して判定 した ．

成 績

1 ． A H 負荷前 に お ける血行力学的諸指標

衰 2 は， A II 負荷前にお け る p D s ， p P W s ， pI V S s ，

p D d ， p P W d ， pI V S d とIV S T d ， P W T d ， I V S T d ＋

P W T d ， L V m a s s と の関係 を表わ した 成席で あ る．

p D s は ， I V S T d ， P W T d ， I V S T d ＋P W T d ， L V m a s s

の い ずれ と も有意な相関 を 示 さ な か っ た ． p D d は ，

I V S T d
，
P W T d

，
I V S T d ＋P W T d と有意 な相関を示 さ

なか っ たが， L V m a s s と4 群全体 で 有意な負 の相関を

示 したくr ニ ー 0 ． 44
， p く0 ．0い ． 局所壁動態に つ い て は ，

pI V S s ， pI V S d はIV S T d と ， p P W s ， p P W d は P W T d

と それ ぞれ 有意な負の 相関 を示 した．
C
，
H T －S H 両群

で の 検討 と， 4 群全体 での検討 と の 間に明ら か な差 は

認 め られ なか っ た ．

2 ． A II 負荷 に 対す る反応

表 3 お よ び図2 は， A I工負荷前の 4 群 に お け る心 エ

コ
ー 図よ り求め た諸計測値 を比 較 した も ので ある． 図

2 の ごと く
，
I V S T d は

，
肥大心3 群が C 群 に 比 し有意

に 大 で あり ， また， H T － A S H
，
H C M 両群 は H T －S H 群

に 比 し有意に 大で あ っ た ．
H T － A S H

，
H C M 両群 間に

は 有意差 を認めな か っ た ． p W T d は ， 肥大心 3 群が C

群 に 比 し有意 に 大で あ り ， ま た， H T ，S H 群 は H T －

A S H 群 に比 し有意に 大で あ っ た ．
L V m a s s は

，
肥 大心

3 群が C 群 に 比 し有意に 大 で あ っ た が， H T ， S H ， H T －

A S H 両 群 間 に は 有意差 を認 め な か っ た ． L V D d
，

L V D s は ， 各群間に 有意差 を認 め なか っ た ．

表 4 に 負荷前後 の 4 群に お け る血行力学的諸指標の

変化を示 す ． 収縮期血 圧 を 30 ％上 昇させ るの に 要した

A II 量は ， H T － S H 群 で 6 ． 8 士 1 ．O n gl k gl m i n と ， C 群

12 ．0 士1 ． 7 n gJ k gl m i n に比 し有意 に低値 で あ っ た ． A

工工負荷 に よ り， 心拍数 H R は各群 に お い て有意 に減少

し
， 負荷前後と も に 各群間で 有意差 を認 め な か っ た ．

左室に 対 す る直接の 後負荷で あ る P S S は ， 負荷前， 肥

大心 3 群 で C 群 に 比 し有意 に 低値 で あ っ た が， A H 負

荷に よ る変化率は ， 各群間 で有意差 を認め なか っ た ．

図 3 は， A II 負荷 に よ る 収縮期指標 で あ る p D s ，

p P W s ， pI V S s の 変化 を示 す ． p D s は ， 負荷前後 とも に

各群間で有意差な く， A 工I 負荷に よ り各群 と も に 有意

に 低下 した． p P W s は ， 負荷前， H T －S H ， H C M 両群

で
， 各々 ， 2 ． 7 2 士0 ．1 4

，
2 ．5 5 士0 ． 2 3 s e c．1 と C 群 3 ． 84 士

0 ． 2 1 s e cJ l お よ び H T－A S H 群 3 ． 3 6 士0 ． 2 7 s e c．1 に 比

し有意 に低値 で あ っ た ．
A 工王負荷に よ り， 各群 で有意

な p P W s の 変化 は認め られ なか っ た ． pI V S s は ， 負荷

前
，
H T － S H

，
H T

－

A S H
，
H C M 3 群 で 各々 ，

2 ． 4 4 士

0 ． 1 3
，
2 ． 0 2 士0 ． 1 7

，
1 ． 4 3 士0 ． 16 s e c

．

1 と C 群 3 ．0 3 士 0 ． 10

s e c．1 に 比 し
， 有意 に低値 で あ っ た ．

A II 負荷に よ り，

C
，
H T － S H 両群 で は， pI V S s は有意 な変化 を示 さず，

H T － A S H 群で は 負荷後 1 ． 5 6 士0 ． 1 0 s e c
－ 1
と 有 意な 低

下 を示 した ． H C M 群 で は 負荷前後と も に 低値 で あ り，

有意 な変化 を示 さ なか っ た ．

図4 は， 拡張早期指標で あ る p D d ， p P W d ， pI V S d の

変化 を示 す ． 負荷 前
， p D d は H C M 群 に お い て 4 ． 15 士

0 ．3 2 s e c
－

1 と1 C 群 5 ． 4 2 士0 ． 3 5 s e c－1 に 比 し有意 に低値



肥大心の 左室収縮 ． 拡張動態に 関 す る検討

T a bl e 3 ． E c h o c a rd i o g r a p hi c m e a s u r e m e n t s a t r e st in e a c h g T O u P f o r a n gi o t e n si n II i nf u si o n s t u d y

1 67

C a s e I V S T d くc m I P W T d くc m I t N m a s s くgJ

C l ． 0 1 士0 ． 05

H T －S H l
．4 9 士0 ． 06

柵

H T － A S H l ． 94 士0 ．1 4
榊

H C M 2
．2 8 士0 ．1 7

榊

0
． 9 9 士0 ． 0 3 2 02 ． 7 士 1 3 ．2

1 ． 3 8 士0 ． 0 3
榊
31 0 ． 5 士1 4 ．1

梱

1 ． 1 6 士0 ． 0 6
ホ

3 34 ． 0 士32 ．2
．蠣

1 ． 3 4 士0 ． 0 9
榊

4 4 7 ． 3 士35 ．6
輌

I N D d くc m J I N D s くc m I

4 ． 61 土0 ．1 2 2 ．8 7 士0 ． 1 2

4 ． 36 士0 ．1 1 2 ．5 4 士0 ． 1 3

4 ．3 7 士0 ．1 7 2 ．4 8 士0 ．1 5

4 ．3 3 士0 ．1 7 2 ． 5 6 士0 ．
1 5

V al u e s a r e m e a n 士 S E M ．

．

S ta ti s ti c al di ff e r e n c e b e t w e e n C a n d o th e r g r o u p s 二
＋

， P く0 ．0 5 i
榊

，
p く0 ．0 1 i

榊

， p く 0 ．0 01 ．

川Sld P W Td

C H トSH 椚 － 1SH H仁山 C H トSH H トASH 細川 C H ト SH H ト ISH H8 世

F i g ． 2 ． E n d
－d i a s t o li c i n t e r v e n t ri c ul a r s e p t al th i c kn e s s く1 ef tl ， e n d －di a st oli c p o s t e ri o r w all thi c kn e s s

くm id d l el a n d l ef t v e n t ri c u l a r m a s s くri g 叫 i n e a c h g r o u p f o r a n gi o t e n si n II i n f u si o n st u d y ．
一
T h e

V e r ti c al b a r s r e p r e s e n t S E M ． S t a ti sti c al diff e r e n c e 二
＋

， p く 0 ．0 5 三
H 蠣

p く 0 ．0 0 1 こ N S ， n O t Si g n ifト

C a n t ．

T a bl e 4 ． H e m o d y n a m i c v a ri a bl e s i n e a c h g r o u p a t r e s t a n d d u ri n g an gi ot e n si n II i nf u si o n

A II d o s e S B Pくm m H gI 。ノ ハ L n n 什 ハ
H Rくm in－り

％ch a n g e
o f S B P

C a s e くn glk gl
m i nJ R A

U I J
i J
I

R A R A

p D sくs e c，り

R A

C

H T －S H

m e a n

S E M

m e a n

S E M

H T － A S H 蒜芯

H C M 器箭

12 ． 0 12 0 ． 8 A ム ム 16 0 ． 4 3 3 ． 9

1 ． 7 4 ． 3 3 ． 4 4 ． 0

6 ． 8
綿
1 4 9 ． 1 苦言苦19 2 ．

1
韓

2 9 ． 5
1 ． 0 3 ． 7 3 ． 9 3 ． 0

8 ． 0 1 3 9 ． 1 g ム A 18 0 ． 0
1 ． 6 5 ． 3 6

．
2

1 2 ． 3 12 2 ， 9 ム A A 1 55 ． 1

1 ．4 2 ． 7 4 ． 2

6 7 ． 9 A ム ム 6 2 ．
4 1 6 3 ． 0 ム ムム 2 2 0 ． 7 3 7 ．6 2 ． 8 5 A A ム 2 ． 16

2 ． 8 3 ． 0 9 ． 2 1 0 ． 7 1 0 ．1 0 ． 12 0 ．0 7

6 2 ． 6 A ム ム 5 8 ． 4 1 1 8 ． 7吉山 1 7 6 ． 9 4 9 ．2 2 ． 9 3 ム ム 2 ．3 8
1

． 3 1
．
4 10 ． 7 1 6 ． 1 7 ．6 0 ． 1 5 0 ．1 2

3 0 ． 0 6 4 ． 6 ム 6 0 ， 2 10 0 ． 7三三A 1 4 5 ． 0
坤
4 6 ， 4 2 ．9 8 ． 2 ． 43

3 ． 7 1 ． 9 1 ． 4 1 1 ． 0 1 3 ．6 4 ． 5 0 ． 17 0 ， 18

2 6 ． 5 6 3 ． 5 ムA A 5 6 ． 9 7 7 ． 4三三ご10 7 ．ア
榊
3 6 ． 3 2 ．8 2 A A ム 2 ． 34

3 ． 4 3 ． 6 3 ， 0 10 ． 0 1 6 ．6 5 ． 1 0 ． 16 0 ．1 5

p P W sくs e c
J

I pI V S sくs e c l p D dくs e c．
1
1 p P W dくs e cJり pI V S dくS e C－11

R A R A R A R A R A

H T － A S H 顎箭

H C M 琶芸箭

3 ． 84 3 ．4 7

0 ． 2 1 0 ． 2 5

2
． 72
輌
2

． 6 3
榊

0 ． 14 0 ． 1 4

3 ．3 6 3 ．2 4
0

．
27 0 ．

18

2 ．5 5
柚 ホ

2 ．4 8
頼

0 ． 2 3 0 ． 18

3 ． 0 3 2 ． 93
0 ． 10 0 ． 2 4

2 ． 4 4
伸

2 ．2 0
奪

0
．
13 0

．
19

2 ． 0 2ご
輌

1 ．5 6
冊

0 ． 17 0 ． 10

5 ．4 2 山 4 ． 3 5

0 ． 3 5 0 ． 2 5

5 ． 2 5 ム ムム 4 ． 3 4

0 ． 2 6 0 ． 2 7

5 ． 2 3 A ム 3 ． 9 1

0 ． 5 4 tI ． 4 0

7 ． 67 7 ． 27 3 ． 6 6 3 ． 2 2
0 ． 47 0 ． 43 0 ． 3 4 0 ． 2 5

5 ． 52
輌
4 ． 96

榊

3 ． 1 0 2 ． 6 1
0 ． 4 1 0 ． 3 1 rl ． 3 3 0 ． 2 5

5 ． 7 4 豊 4 ． 44
腑

1 ． 9 7 王
事

1 ． 4 8
冊

0 ． 45 0 ． 4 1 0 ． 2 8 0 ． 2 5

1 ． 43
榊
1 ． 52

榊
4 ． 15苦ム ム 2

． 9 1
ホ 輌

5 ． 2 4意 4 ． 08
榊

1 ． 2 9
榊
1 ． 2 0

榊

0 ． 16 0 ． 28 0 ． 3 2 0 ． 2 6 0 ， 68 0 ． 52 0
． 2 6 0 ． 2 0

A II d o s e こ a n gi o t e n si n H i nf u si o n r a t e n e ed e d f o r 3 0 ％ el e v a ti o n o f s y st oli c b l o o d p r e s s u r e i n e a c h g r o u p ．
A b b r e vi a ti o n s こ R

， a t r e St i A ， d u ri n g a n gi o t e n si n II i nf u si o n ． S t a ti s ti c al diff e r e n c e b e t w e e n C a n d o th e r
g r o u p s こ

串

， p く 0 －0 5 i
輌

， p く0 ．0 1 こ
榊

， p く0 ．0 0 1 ． S t a ti stic a l d i ff e r e n c e b e t w e e n a t r e s t a n d d u ri n g a n g l O t e n S in
II iI 血 si o n w ithi n th e s am e g r O u p こ

ム

， p く0 －0 5 i
ム ム

， P く0 ．0 1 こ
ムム
ム

， p く 0 ．0 0 1 ．



1 6 8

で あっ た ． 負荷後， p D d は各群 に お い て 有意 な低下を

示 した
． p P W d は ， 負荷前， H T －S H

，
H T A A S H ， H C M

3 群 に お い て各々 ， 5 ． 5 2 士0 ． 4 1
，
5 ． 7 4 士0 ． 4 5

，
5 ． 2 4 士

0 ． 68 s e c．
1

と C 群 7 ． 6 7 士0 ． 4 7 s e c－1 に 比 し， 有意 に 低値

で あ っ た
．
A II 負荷に よ り， C ， H T － S H 両群 に お い て

は有 意 な変化 を 示 さ な か っ た の に 対 し
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A S H
，
H C M 両群 に お い て

， 各々 ， 1 ． 9 7 士0 ． 2 8
，
1 ．2 9 士

0 ．2 6 s e cL l と
，
C 群 3 ． 6 6 士0 ．3 4 s e c

， 1
に 比 し有意 に低値

で あ っ た ． 負荷 後， C ， H T －S H 両群は 有意な変化を示

さ ず， H T － A S H 群 で は有意な 低下 を示 した．
H C M 群

で は
， 負荷前後 と も に 低値 で あ り， 有意な変化 を示 さ

な か っ た ．

3 ． N E 負荷 に 対す る反 応

表 5 お よ び 図5 は， N E 負荷前の 4 群 に お け る心 エ

コ
ー 図よ り求め た諸計測値 を比 較 した も の で あ る． 各

押l

恒
椚誹

－

仙

一．

抽

再 転 ト

十 二

三二 三
－

て

－

一

二
三

l山
l

h
L
っ ト づ

良 人 た A 員 A 8 A

l l t l 1 1 1 1

亡 H T － S H H T
一

人S H H C 出

F i g ． 4 ． R e s p o n s e s o f n o r m ali z e d p e a k r a t e of

d i a s t oli c l e ft v e n t ri c u l a r d i m e n si o n al l e n gth e n i n g

くu p p e rl ， p O S t e ri o r w all th i n n i n g くm id d l eI a n d

S e P t al th i n n i n g くb o tt o m l t o a n gi o t e n si n II i nf u －

Si o n ． D et a il s a r e th e s a m e a s F i g ． 3 ．

T a bl e 5 ． E c h o c a r di o g r a p hi c m e a s u r e m e n ts a t r e s t in e a c h g r o u p f o r n o r e pi n e p h r in e i nf u si o n st u d y

C a s e I V S T dくc m l P W T dくc m l L N m a s sくgl L V D d くC m l L V D sくc r n l

C o ． 9 2 士0
． 0 4 0 ． 9 0 士0 ． 07 1 6 9 ． 9 士1 2 ． 1 4 ． 50 士0 ， 0 9 2 ． 7 5 士0 ． 09

日T －S H l ． 4 7 士0 ． 0 9
冊

1 ． 2 9 土0 ． 0 5
榊
2 9 6 ． 0 士2 1 ． 6

榊

4 ．3 9 士0 ．1 3 2 ． 5 3 士tj ． 12

H T － A S H 2 ． 1 2 士0 ． 16
榊

1 ． 2 2 士0 ． 07
榊

4 2 3 ． 5 士3 4 ． 5
榊

4 ．5 3 士0 ， 1 5 2 ． 5 9 士0 ． 1 7

H C M 2 ． 2 6 士0 ．1 8
榊

1 ． 3 7 士0 ． 20
ホ

4 6 5 ． 8 士3 9 ． 3
榊

4 ． 4 7 士0 ． 1 8 2 ． 6 9 士0 ． 1ぐJ

V al u e s a r e m e a n 士 S E M ． S t a ti sti c al di ff e r e n c e b et w e e n C a n d o th e r g r o u p s ニ
ホ

， p く0 ．0 5 ニ
鞘

， p く0 ．01 i
榊

，

p く0 ．00 1 ．



肥大心 の 左室収縮 ． 拡張動態 に 関す る検討 169

群に お け る 償お よ び 群間の 相 互 関係 は， A 工I 負荷 を

行 っ た も の と ほ ぼ 同様 で あ っ た が ， 図 5 の ご と く
，

P W T d で H T － S H ， H T － A S H 両群問 に 有意差 は なく，

L V m a s s で H T － S H
，
H T － A S H 両群間 に 有意差 を認め

た点が異な っ て い た ．

表6 に 負荷前後の 4 群 に お け る血行力学的諸指標 の

変化 を示 す． 収縮期血圧 を30 ％上 昇させ るの に 要し た

N E 量 は
，
II T－S H ， H T － A S H 両群 で， 各々 ， 1 2 8 ． 6 士

1 8 － 4
，
1 1 1 ． 9 士1 3 ． 9 n gl k gJ mi n と ， C 群23 3 ． 3 士33 ．3

n gl k gl mi n に 比 し有意に 低値 で あ っ た ． N E 負荷 に よ

り
，
H R は 各群 に お い て 有意に 減少 し， 負荷前後 とも に

各群間で有意差 を認め なか っ た ． また
，
P S S の 変化率
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も各群間で有意差を認 めな か っ た ．

図 6 は， N E 負荷 に よ る 収縮期指標 で あ る p D s ，

P P W s ， PI V S s の 変化 を示 す． p D s は ， C 群 に お い て 有

意な低下を示 した の に 対 し
，
肥大心 3 群に お い て は有

意な変化を示 さ なか っ た ． p P W s は ， 4 群 と も に N E

負荷に よ り有意な変化 を示 さ な か っ た ． pI V S s も ， 4

群とも に 有意な 変化 を示 さ な か っ た
．

図7 は， N E 負荷に よ る拡張早期指標 で あ る p D d ，

p P W d ， PI V S d の 変化 を示 す． p D d は ， C ， H T
． S H 両

群 に お い て は 有意 な変化 を 示 さ な か っ た が
，
H T ．

A S H
，
H C M 両群に お い て 有意な上 昇 を示 した ． また

，

p P W d ， P I V S d に お い て も 同様 に ， C ， H T ．S H 両群 に

お い て は 有意 な変化 を 示 さ な か っ た が ， H T － A S H ，

H C M 両群に おい て 有意な 上 昇を示 した．

考 察

高血圧性肥大心お よ び肥大型心筋症 の 左室収縮， 拡

張機能に 関 して これ ま で， 左 室造影法お よ び両室同時
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造影 法珊 瑚
，
心 エ コ ー 図法工2I ， 心機図法2 5I

，
心 プ ー ル ス

キ ャ ン
2 6I等を用 い た 多く の研究が な さ れ て い るが

， 左

室壁動態 の定量的解析 お よび 時相的変化の 観察に 優れ

て い る心 エ コ ー 図法が， 現在
，
最 も繁用 さ れ て い る ．

今 臥 著者が 用 い た 左室収縮， 拡 張機能の 指標 は
，

G ib s o n らの報 告2 71以 来用 い ら れ てお り
， p D s は左 室収

縮性 を
， p D d は左 室拡張性を各々表わ し

， p P W s お よ

び p P W d は収縮期お よ び拡張早期の 後壁局所動態を，

pI V S s お よび pI V S d は収縮期お よ び 拡張早期の 中隔

局所動態 を各々 表わ すと さ れ て い る2 8I ．

高血 圧 性肥大心 と肥大塾心筋症と の 心機能 の 相違 を

論ずる際 に 問題 と な る点 は
，
左室 に 対す る後負荷の 遠

い が 存在す る 点で あ り， 後 負荷の 心機能 へ の 影 響を常

に 考慮 しなく て は な らな い
．
そ こ で

， 今 臥 著者は，

血 中で 速や か に 不 活性化さ れ， 末梢血管収縮作用を有

す る こ と か ら
， 後負荷増大 の 方法と して用 い られ て い

る ア ン ジオ テ ン シ ンエ工くA 王り
2 9 ト 3 11
を投与 し

，
同等の 後

負荷増大に 伴 う左室収縮， 拡張動態の 反 応 を比較 する

こ と に よ り， 両疾患の 鑑別 を試み た．

一 方
，
ノ ル エ ビ

ネ フ リ ン くN Eう は， 末柵血 管収縮作用 と あわ せ
， 心臓
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へ の 直接作用 す なわ ち陽性変力作用 を も有 し
32 朋

， 最

近で は， 心 肥大の 発生あ る い は肥大型 心 筋症 の発症 に

エ ビ ネフ リ ン や ノ ル エ ビネ フ リ ン な どの カ テ コ ラ ミ ン

が関与して い る との 報 告34 ト 381 が み られ る
． そ こ で

，
さ

ら に ， 著者は， A l工負荷 に お け る心 エ コ ー 図解析 と同

様に し て ， N E 負荷 を行い ， 各疾患群 で の N E に 対す る

血行力学的諸指標の変化 を観察 し， 肥大型心筋症あ る

い は非対称性中隔肥厚 の成因に関 して 考察 を加 えた．

1 ． 安静時血 行力学的諸指標 に つ い て

p D s は ， l V S T d ， P W T d ，I V S T d 十P W T d ， L V m a s s

との 間 に 有意 な相関を有さず
，
各群間で 有意差を認め

なか っ た ．

一

方， p D d は ， L V m a s s と の間 に 有意 な負

の 相関 を示 した ．
この こ と は

， 左室収縮性は各群 に お

い て安静時 に は 良好 に 保た れ てい る もの の
，
左室拡張

性 は左 室肥 大と と も に 障 害さ れ る こ と を意味 して い

る
．

局所壁 動態を規定す る 因子 と して は
， 局所冠 循環 期 ，

左室収縮性
3 り岬

， 壁厚
4 り42I等が あ げら れ て い るが

， 今

回， 対象 と した症例は ， い ずれ も冠 動脈に 有意な病変

をもた ない 症例 であり ， また
， p D s は 各群 に おい て有

意差 は認 め ら れ ず左室収縮性 は同 一

と 考 え られ る の

で， 壁厚が 主 た る規定因子 と な る こ と が予 想 され る．

今回 の成績 を みる と， p P W s ， p P W d は P W T d と有意

な負の 相関 を示 し， ま た pI V S s ， pI V S d はI V S T d と

有意な 負の 相関を示 し
，
壁層増大 に 伴い ， 後壁， 中隔

の局所壁動態が障害 され る こ と が示 され
，
上 記の 予想

に合致し てい た．

園谷 ら 頼 ， 古川 らヰ21 は
，
心 エ コ ー 図の 検討か ら， 壁 厚

と収縮期 に お け る壁厚増加率と の 問に 有意 な逆相関が

みら れ
， 肥 大型 心 筋症 に お い て も特異な所見 は認め ら

れな い と 述 べ て い る ． 著者の 成績 に お い て も ， 表2 に

示す ごと く ， C ， H T－S H 両 群で の 検討と 4 群全体 で の

検討との 間に 明 らか な差 はな く， H T － A S H
，
H C M 両

群に 特異な点 は認 め ら れ なか っ た
．

2 ． A H 負荷 に 対す る 反応

A H 負荷 に よ る 30 ％の 収縮期血 圧 上 昇 に 伴う 左 室

に 対す る後負荷す な わ ち P SS の 増加 は各群 で 同様 で

あ っ た
．
T a k a h a sh i ら

5J
，
M a h l e r ら

欄

，
K r a u n z ら

4 41

は
， 実験犬 ある い は正 常者に お け る左 室後負荷増大に

伴う 心収縮性の 変化 に 関 して報告し て お り， い ずれ も

心収縮性低下 を指摘 して い る ． し か し
， 高血 圧 性肥 大

心 で 左室後負荷増大 に 伴 う心 収縮性 を評価 し た報告

は
， K a n a y a ら が行 っ た A II 負荷 に よ る検討

3 0

憧 み る

の み で ある
．
ま た

， 肥大 型心 筋症 患者で これ を検討し

たも の はみ あ た らな い ． 著者の 検討 で は， p D s は各群

で 同様 に 低下 し た こ と か ら， 左 室収縮性 は左 室後負荷

増大に 伴い 各群 で 低下 し たが， 左室収縮予備能は肥大

心3 群 に お い ても 同様 に 保た れて い ると 考えら れ る．

局 所壁収縮動態の 検討 で は， p P W s は各群で不 変で

あ り， 後壁収縮予備能 は肥大心に お い て も保たれ てい

る と考え られ る．

一 方
， pI V S s は ， H T

－ A S H 群 で の み

有意 に 低下 し， H T － A S H 群で の 中隔収縮予備能の低

下が 示 唆され る
．
H C M 群 に お い て は， pI V S s は不変で

あ っ た が
，
負荷前よ り p I V S s は著 しい 低値を と っ て お

り
， 中隔収縮動態の著 しい 障害の為に

，
その 予 備能が

消失 して い るも の と考え られ る．

左室後負荷増大に 対す る左室拡張性の 反応 に 関 して

は
，
K a rli n e r ら

451
， W ei s s ら

4 61
の報告が み られ る が，

高血圧 性肥大心や肥大型心筋症 での検討は みあた ら な

い
． K a rli n e r ら は

， 実験犬に お い て， フ ェ ニ レ フ リ ン

に よ る左 室後負荷増大に 伴う等容弛緩期に お ける左重

圧降下時定数 の 上 昇す な わち左室弛緩速度の低下 を報

告 し， その機序 は明ら か で な い が
， 左垂収縮性低下と

よ く相関す る と述 べ て い る ． 著者の成績で は， p D d は

各群 に お い て い ずれ も同様に 有意な低下を示 し
，
左 室

拡張性の低下が 示 唆され た
．
各群に おい て p D s の 低下

も認 めら れ， こ の 結果は K a rli n e r ら の 成績と類似 して

い る．

局所壁拡張動態で は
， p P W d は C ， H T － S H 両群 にお

い て有意な変化が認 め られ な か っ た の に 対 し， H T －

A S H
，
H C M 両群に お い て 有意な低下が認め られ た．

pl V S d は ， H T
－ A S H 群で有意な低下 を示 し， H C M 群

で は負荷前よ り 低値 を示 し
，
負荷後も不変で あ っ た ．

H T ． A S H
，
H C M 両群に お い て， p P W s が不変で あ り

なが ら， p P W d が 有意 に 低下した こ とは， 左 室後負荷

増大に 伴 い ， 後壁拡張動態が収縮動態とは無関係 に 障

害さ れ た こ と を 示す も の で ある．
H T － A S H

，
H C M 両

群に お ける 中隔拡張動態 に 関 して は， 収縮動態と同様

の 反応 を示 して い る こ と から， 収縮動態が拡張動態 に

反 映した も の と考 えられ る ． 以 上 の 結果 を解釈す る際，

急性圧 負荷時の 圧 受容体 を介した迷走神経反射の 影響

も考慮 しな け れ ばな らな い が， 迷走神経 の緊張冗進に

よ る左 室拡張能の 選択的抑制 は報告さ れ て お ら ず
，
圧

受容体反射 の 相違に よる 結果と は 考えられ な い ．
H T －

A S H
，
H C M 両群に お け る後壁 拡張動態の 障害の 原因

と し ては， 壁肥 厚な い しは心 筋細胞肥大 に よ る左 室後

負荷増大時の 相対的虚血 が考 え られ る が
，
H T － A S H

群 で H T － S H 群 と の 間 に L V m a s s の 羞 が な か っ た こ

と， さ ら に P W T d は H T － S H 群よ りも低値 で あ る こ

と を考え ると ， 単 に 心筋細胞肥大 に 伴う 相対的虚血 だ

け で な く
，
心 筋細胞の 代謝異常 な どの 他の 因子 の 関与

も考 えられ る ． 肥大型 心 筋症で は， 組織学的に ， ．錯綜

配列 を示 し奇妙な核や細胞形態を した肥大心筋細胞が

特徴で あ り
， 高血 圧 性肥大心 で の肥大心筋細胞と異な
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る とさ れ て い る4 7巨利 こ と
，
さ ら に 小 田原ら 瑚 が

，
非対称

性中隔肥厚 を示 す 高血圧症例に お い て肥大型心筋症 に

特徴的な心筋錯綜配例を認 めて い る こ と な ども こ の こ

と を支持す るも ので ある． 従 っ て， H T ． A S H 群 は A Il

負荷に対 し B C M 群 と極め て類似 した 反応 を示 し， 肥

大型心 筋症 に 高血圧症が合併 した も の と考 え ら れ る

が ， 中隔動態で は予 備能 の 低下は認 め られ る も の の，

H C M 群 ほ どの 著 しい 障 害 は な く
，
小 田 原 ら 瑚 や 多

賀 抑 が 述べ て い る よう に ， 先天 性素因に 圧 負荷が加わ

り肥大型心筋症 と同様 の肥大を生 じた もの と も考 えら

れ る
．

3 ． N E 負荷 に対す る反 応

最近， カテ コ ラミ ンが 非対称性中隔肥厚を示 す高血

圧 心 お よ び肥大塾心筋症の成因に 関与 して い る と の 報

告3 小 瑚 が み られ る よう に な り， N o m u r a ら 叫 は ， レ ニ

ン ー

ア ン ギオ テ ン シ ン系と 高血圧 心 との 検討か ら， 非

対称性高血圧心 はカ テ コ ラミ ン に 対す る反応性完進状

態に ある と推定 して お り
， 飯田 ら 叫 は ， イ ソプ ロ テ レ

ノ ー ル 負荷 に よ る心 エ コ ー 図学的検討か ら肥大塾心筋

症 に お け る収縮期最大左室径短縮速度 の 有意な上 昇 を

認め ， カ テ コ ラ ミ ン 一月受容体系の 機能異常の 可能性 を

示 唆 して い る． さら に ， 板蒙 ら 瑚 は
，
エ ビ ネ フ リ ン に 対

す る肥大型心筋症で の 心血管反応性冗進 を報告 し てい

る． しか しな が ら
，

一 方で Li m a s ら5 21 は実験的 な肥大

心 で タ受容体の増加 を報告し てお り， 非対称性中隔肥

厚 を示 す高血圧心ある い は肥大型心筋症の カ テ コ ラ ミ

ン 反応性冗進 も単な る肥大 に 伴 う 月受容体増加 に 基

づ くも の で ある可能性が考 えら れ る．

こ れ ま で の 報告は い ずれ も カ テ コ ラ ミ ン に 対す る肥

大心の左室収縮性の 反応 に 閲 した検討で あ り
，
カ テ コ

ラミ ン に 対す る肥大心 の 拡張動態 の反応に 関す る報告

は み あ た ら な い ． W ei s s ら
461 は， 実験 犬 に お い て ，

M o r a d ら
5 3Iは ネ コ の 摘 出心筋標本 に お い て

，
N E が そ

の 陽性変力作用と は独立 して心筋の 能動的弛緩過程を

活性化す る こ と を報告して い る． 従 っ て
，
肥大心 の カ

テ コ ラ ミ ン反応性の相違は， 左室拡張動態 に も反 映さ

れ る可能性が考 えら れる．

著者の 検討で は ， N E 負荷 に よ る 30 ％の 収縮期血圧

上昇に 伴う 左室後負荷 す な わ ち P S S の 増 加 は各群 で

同様であ っ たが， p D s は C 群 で の み有意 に 低下 し， 肥

大心 3 群で は有意な変化を示 さ な か っ た ． 前記の よ う

に A H 負荷 に お ける p D s は各群 で 有意 に 低下 し て お

り， また ， N E 負荷量は肥大心 3 群 で
，
C 群 に 比 し低値

ある い は同等であっ た．
こ の 事実 を基に 推定す れ ば

，

N E 負荷 に お い て肥大 心 3 群 の p D s が不 変 で あっ た

こ と は
，
N E が 左室に 直接作用 し， 左室後負荷増大に 伴

う左室収縮性低下 を軽減 さ せ た こ と を示 す も の で あ

り
，
肥大心 3 群と も に N E に 対す る左室収縮性の反応

冗進が考 えら れ る一 左室拡張性の検討 で は， p D d は C
，

H T －S H 両群 で 不変，H T － A S H
，
H C M 両群で 有意な上

昇 を認め た ． こ れ ら の結果の み で は
，
L V m a s s に お い

て 肥大心 3 群が C 群 に 比 し大で あ り， ま た， H T － A S H
，

H C M 両群 が H T ． S H 群 に 比 し大 で あ る こ と か ら
，

Li m a s ら
細
の述 べ る ごと く， 肥大に 伴う 月受容体増加

に よ る も の と も考え られ る
．

一

九 局所壁動態 に つ い て みる と
， p P W s ， pI V S s は

と も に 各群 で 不変 で あり， p P W d ， pl V S d は と も に C
，

H T － S H 両群 で 不変， H T － A S H
，
H C M 両群 で有意な上

昇 を認 め た． p P W s の 反 応 に 各群 で 差 が な い こ と
，

P W T d に H T ． S H
，
H T － A S H

，
H C M 3 群間で有意差

が な い こ と
，
さ ら に ， 前記の よ う に A H 負荷時に は，

H T － A S H
，
H C M 両群 で 有意 な p P W d の 低下 を 認め

た こ と を加 え考察す ると
，
H T － A S H

，
H C M 両群 に お

け る N E に よ る p P W d の 増加 は， Li m a s ら の 述 べ る

単 な る肥大 に伴 う受容体増加だ けで な く， 受容体感受

性冗進 も関与 して後壁拡張動態に 反映 した も の と推測

さ れ る
． 中隔動態 に 関 して は

，
前記の A 工工負荷に お い

て H T － A S H 群 で 有意 な pI V S s の 低下 を 認 め た の に

対し， N E 負荷 に お い て は有意な変化 を 示 さ な か っ た

こ と か ら ， H T － A S H 群 で は N E に 対す る中隔収縮性

の反 応の 冗進 が推定さ れ， pI V S d の上 昇 は， それ が拡

張性 に ま で 反映 した も の と 思 わ れ る
．
H C M 群 で は，

pI V S d の 有意 な上 昇 を認 めた も の の， pI V S s の 変化は

認め られ な か っ た ． 坂家 ら
3 8ユは

，
エ ビネ フ リ ン に 対する

反応性完進は， 3 5 歳以 下 の肥 大型心 筋症患者で 顕著で

あ り， 高令者の肥 大型 心筋症患者で は明瞭 で は なか っ

た と報告 して い るが ， 著者の 検 討 した H C M 群は， 板

家ら の 高令者の 肥大型心筋症患者に 相当す る も の で あ

り
， 中隔収縮性 の 反応に 関 して は彼 らの 成績 と 一

致 す

る も の で あ っ た ．
こ の こ と は

， 高令化 に 伴う 中隔の 線

推化 な どの 組織学的変化 その 他の 因子 が 関与す るも の

と思 わ れ る が
，
これ に 関し て は今後 の 検討が 必要 で あ

ろう ．

以 上 を総合 す る と， H T －S H 群 で は肥大 に 伴 う N E

受容体増加に よ る左 室収縮性の 反応克進が考え られ，

H T － A S H
，
H C M 両群に お い て は肥 大 に 伴う受 容体増加

だ け で な く
， 何 らか の 原因 に よ る受 容体感受性冗進に

よ る左 室な ら び に 後壁 の 収縮， 拡張性の 反応克進が考

え られ る
．
さ ら に

，
H T － A S H ， H C M 両群の 成 因 に は，

N E が 関与 して い る もの と推定 され る．

結 論

正 常対照群くC 群う， 対称性中隔肥厚 を示 す本態性高

血 圧 症群くH T － S H 群1 ， 非対称性中隔肥厚を 示す 本態
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性高血圧症群くH T
－ A S H 群l ， 肥大型 心筋症群くH C M

群1 を対象 に ， ア ン ジオ テ ン シ ンI工 くA 工り な らび に

ノ ル エ ビネ フ リ ン くN Eユの 投与を行 い
，
こ れ ら に 対す

る左 室収縮， 拡張動態の 反応 を心 エ コ ー 図解析法 を用

い て 比較検討 し， 高血 圧性肥大心 と肥大型心 筋症と の

相違な ら び に そ の成因に 閲し次の ご とき成績 を得た．

1 ． 安静時に お い て
，
H T － A S H

，
H C M 両群で 壁厚

増大に 伴う 局所壁動態 の 障害が
，
収縮 期， 拡張期と も

に認め られ た が， H T － S H 群と の 間に 特 異な点は認 め

られ な か っ た ．

2 － H T ． A S H
，
H C M 両群 で， A II 負荷 に よ る左室

後負荷増大に 伴 い ， 局所後壁拡張動態 の 障害が認め ら

れた． ま た， 局所中隔収縮動態で は， H T － A S H 群 で そ

の収縮予備能の低下が ， さ ら に ， H C M 群 で 予 備能 の消

失が認め られ た ．

3 ． H T － A S H
，
H C M 両群で ， N E 負荷 に お い て ， 局

所後壁拡張動態の N E 反応性冗進が認め られ
，
ま た

，

局所中隔動態 で は
，
H T － A S H 群で 収縮動態の 反応性

克進が ， H C M 群 で拡張動態の 反 応性克進が認め ら れ

た．

以 上 よ り
，
H T － A S H 群 は H C M 群 と極 め て類似 し

た局 所壁動態を も つ こ と が示 さ れ たが
，
中隔動態に 関

しては
，
H C M 群と そ の予 備能 ある い は N E 反応性が

相違 してお り， 肥大型 心筋症の 高血 圧症合併 ない しは

先天性素因を基礎 に 高血 圧が加わ り肥大型心筋症と同

様の 肥厚 を生じ た群 と推定さ れ る
．
さ ら に

，
H T － A S H

，

H C M 両群 と も に その 成因 に は， N E に 対 す る感受 性

冗進が関与 して い る も の と推定 され る．
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i s o v ol u m i c p h a s e m e a s u r e s of c o n t r a c tili ty i n th e

C O n S Ci o u s d o g ． A m ． J ． C a rd i o l ． ， 3 5 ， 6 2 6－63 4 く19 7 5J ．

叫 E r a u n z ， R ． F ． 品 R y a n ， T ． J ． こ U lt r a s o u n d

m e a s u r e m e n t s o f v e n t ri c ul a r w all m o ti o n f oll o w l n g

a d mi n i st r a ti o n of v a s o a cti v e d r u g s ． A m ． J ． C a rd i o l ．
，

27
，
4 6 4 － 4 7 3 く19 7 1J ．

4 5I K a rli n e r ， J ． S ．
，
L e W i n s t e r

，
M ． M ．

，
M a hl e r

，

F ．
，
E n gl e r ， R ． 鹿 0

，

R o u r k e
，
R ． A ． ニ P h a r m a c ol o gi c

a n d h e m o d y n a m i c in fl u e n c e s o n t h e r a t e of i s o v ol u
－

m i c l e ft v e n t ri c ul a r r el a x a ti o n i n th e n o r m a l

C O n S Ci o u s d o g ． J ． C li n ． I n v e st ．
，
6 0

，
51 ト5 2 1 く19 7 71 ．

4 6I W ei s s ， J ． L ．
，
F r ed e ri k s e n

，
J ． W ． 鹿 W ei s f eld t，

M ． L ． こ H e m o d y n a m i c d e t e r m i n a n ts o f th e ti m e ．

C O u r S e f a ll i n c a n i n e l eft v e n t ri c ul a r p r e s s u r e ． J ．

Cli n ． I n v e st ．
，
5 8

，
7 5 ト76 0 u 9 7 61 ，

4 7I M a r o n ， B ． J ．
，
F e r r a u s

，
V

．
J ．
， H e n r y ， W ． I ． ．

，

C l a r k
，
C ． E

． I R e d w o o d ， D － R ．
，
R o b e r t s

，
W ． L ．

，

M o r r o w
，
A ． G ． 鹿 E p s t ei n ， S ． E ． こ D iff e r e n c e s i n

di st rib u ti o n o f m y o c a r di al a b n o r m ali ti e s i n p a ti
．

e n t s w ith o b st r u c ti v e a n d n o n －

O b st r u cti v e a s y m －

m e tri c s e pt al h y p e rt r o ph y くA S Hl ． Li gh t a n d

el e c t r o n m i c r o s c o pi c fi n d i n g s ． C i r c u l a ti o n ， 5 0 ， 4 3 6

－44 6 く19 741 ．

4 81 M a r o n ， B ． J ．
，
A n a n

，
T ． J ． 也 R o b e r t s

， W ． C ． ミ

Q u a n tit a ti v e a n al y si s o f th e di s trib u ti o n o f c a rd i a c

m u s cl e c ell d i s o r g a n i z a ti o n i n th e l ef t v e n t ri c ul a r

W a ll of p a ti e n ts w i th h y p e rt r o ph i c c a rdi o m y o p a th y ．

Ci r c ul a ti o n
，
6 3

，
8 8 2－89 4 く19 81J ．

4 9I 小 田 原 建
一
． 古賀義則 ． 溝渕博司 ． 牛島 久 ■

戸

嶋 裕徳 ． 柴田美 徳 ．

定達 教二 非対称性中隔肥厚 を伴 っ

た 高血圧性 心臓病 の
－

剖検 例． 心 臓 ． 1 1
，
8 3 ト836

く19 7 9I ．

5 0J N o m u r a ， G ．
，
K u m a g ai ， E ．

，
M id o rik a w a

，
荘 ．

，

K i t a n o
，
T ．
，
T a sh i r o

，
H ．

，
E o g a ， Y ． 皮 T o 8 hi m a

，
H ． ニ

A s y m m et ri c v e n t ri c ul a r h y p e rt r o ph y i n p a ti e n t s

wi th e s s e n ti al h y p e rt e n si o n ． J p n ． H e a rt J ． ， 2 3 ， 1 8 1

－ 1 90 く1 98 2ン．

5 り 飯 田啓治 ． 杉下 靖郎 ． 松田 光生 ． 松本龍馬 ■ 伊藤

厳 ． 山 口 撒こ 肥大型心 筋症の カ テ コ ラ ミ ン に 対す る

反 応性． J S U M p r o c e ed i n g s ， 4 1 ， 16 7 く1 9 82J ．

5 2I L i m a s ， C ． J ． ニ I n c r e a s e d n u m b e r o f P
－

a d r e n e r －

gi c r e c e pt o r s i n th e h y p e r tr o ph i e d m y o c a rd i u m ．

Ci r c ul a ti o n
，
59

－

6 0 くs u p pl ． り ， 2 74 く19 7 9I ．

5 3I M o r a d ， M ． 及 R ol et t
，
E ． L ． 二 R el a xi n g eff e c t

Of c a t e ch ol a m i n e s o n m a m m a li a n h e a r t ． J ． P h y si ol ．，

2 2 4
，
5 3 7－55 8 く19 7 2I ．
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E ch o c a rdi o gr a p hic S t u die s o n t h e S y st olic a n d D ia st olic D y n a mi c s of th e L ef t V e n tricl e i n

H y p ert r o p hic H e a rt M a s a n o b u N a m u r a
，
D e p art m e n t of I n t e r n al M e dicirle くHJ ， S c h o ol of

M e di ci n e ， K a n az a w a U ni v e rsit y ， K a n a z a w a ， 9 2 0
－ J ． J u z e n M e d ． S o c ．

，
9 4 ， 1 6 3 －17 6 り98 51

K e y w o rd sニ h y p e rt e n si v e c ar di a c h y p e rt r o p h y ， aS y m m et ri c s ep t al h y p e rt r o p h y ，

hy p ert r o p hi c c a rd i o m y o p a th y ， a n gi ot e n si n n ， n O r e p l n e P h ri n e

A b str a ct

T h e p r e s e n t st u d y w a s p u r s u e d
t o c l a rif y t h e d if f e r e n c e s o f l e ft v e n t r i c u l a r d y n a m i c s b et w e e n

h y p e r t e n si v e h e a rt a n d h y p e rt r o p h i c c a r d i o m y o p a t h y ， a n d t h e p a t h o g e n e si s o f t h e s e d i s e a s e s ．

T h e s y st o li c a n d d i a st o li c d y n a m i c s o f t h e l e ft v e n t ri c l e w a s e s ti m a t e d b y t h e e c h o c a r d i o g r a p hi c

a n al y sis a t r e s t a n d d u ri n g t h e c o n ti n u o u s i n t r a v e n o u s i nj e c ti o n o f a n g i o t e n si n 工くA m o r n o r e －

P i n e p h ri n e くN EJ i n f o u r g r o u p s ニ C O n t r O l ， e S S e n ti al h y p e rt e n si o n w it h s y m m e t ri c s e p t al h y p e r －

t r o p h y くH T
－S HJ

，
e S S e n ti al h y p e r t e n si o n w it h a s y m m e t ri c s e p t al h y p e rt r o p h y くH T － A S 印 a n d

h y p e r t r o p hi c c a rd i o m y o p at h y くH C M J ． L e ft v e n t ri c u l a r a ft e rl o a d w a s e q u ally i n c r e a s e d b y A 工

i n f u si o n a m o n g t h e f o u r g r o u p s ， b u t t h e r e s p o n s e s o f l e ft v e n t ri c u l a r d y n a m i c s w e r e n o t t h e

S a m e ． T h e n o r m ali z e d p e a k r at e くN P R J o f d i a st o li c p o st e ri o r w all t hi n n i n g w a s d e c r e a s e d sig n ifi －

C a n tl y i n H T
－ A S H a n d H C M ． T h e N P R o f sy st o li c s e p t al t hi c k e n i n g w a s d e c r e a s e d si g n i fi c a n tl y

i n H T － A S H ． I n H C M
，
t h e N P R o f s y st o li c s e p t al t h i c k e n i n g w a s v e r y l o w a t r e st a n d d id n o t

C h a n g e d u ri n g A II i n f u si o n ■ B y N E i n f u si o n ， 1 e f t v e n t ri c u l a r a ft e rl o a d w a s i n c r e a s e d e q u all y

a m o n g t h e f o u r g r o u p s ． E a c h N E i n f u si o n d o s e i n H T
－S H

，
H T － A S H a n d H C M w a s n o t hi g h e r t h a n

t h at i n tll e C O n t r O l ． T h e N P R o f d i a st o li c p o st e ri o r w a 11 t h i n n i n g w a s i n c r e a s e d sig n i fi c an tl y i n

H T － A S H a n d H C M － T h e N P R o f s y s t o li c s e p t al t hi c k e n i n g w a s n o t c h a n g e d b y N E i n f u si o n i n

S p it e o f si g n ifi c a n t d e c r e a s e b y A II i n f u si o 工T i n H T
－ A S H

．
I n H C M

，
t h e N P R o f s y st oli c s e p t al

t h i c k e n i n g w as n o t c h a n g e d ， b u t t h e N P R o f d i a st o li c s e p t al t h i n n i n g w a s i n c r e a s e d sig n ifi c a n tl y ．

T h e a n al y si s o f r e gi o n al w all d y n a m i c s i n A II i n f u si o n st u d y s h o w e d t h a t t h e d i a st o li c p o st e ri o r

W all d y n a m i c s w a s d i s t u rb e d b y t h e i n c r e a s e o f l e ft v e n t ri c u l a r a ft e rl o a d i n H T － A S H a n d H C M ．

I m p a i r e d s e p t al c o n t r a c til e r e s e rv e W a S S h o w n i n H T
－ A S H a n d t h e d i s a p p e a r a n c e o f s e p t al c o n t r a

－

C til e r e s e rv e i n H C M ． It w a s s h o w n b y t h e a n al y si s o f r e gi o n al w all d y n a m i c s i n N E i n f u si o n

St u d y t h at H T
－ A S H h a d a h y p e r

－

r e S P O n S e O f t h e d i a s t o li c p o st e ri o r w all a n d s y st o li c s e p t al

d y n a m i c s ， a n d t h a t H C M h a d a h y p e r
－

r e S P O n S e O f t h e d i a st o li c p o s t e ri o r w all a n d s e p t al d y n a
－

m i c s ． T h e s e r e s u l t s s u g g e st t h a t H T
－ A S H h a s r e gi o n al w a ll d y n a m i c s r e s e m b li n g H C M e x c e p t f o r

a f e w d if f e r e n c e s i n t h e s e p t al d y n a m i c s ， a n d t h a t H T
－ A S H r e s u lt s f r o m c o e x i st e n c e o f h y p e r

－

t r o p h i c c a r d i o m y o p at h y a n d h y p e r t e n si o n ， O r f r o m c a r d i a c h y p e rt r o p h y si m il a r t o h y p e r t r o p h i c

C a r d i o m y o p a t h y c a u s e d b y h y p e rt e n si o n w hi c h i s c o u p l e d w it h p r e d i s p o siti o n ■ M o r e o v e r
，
it is

S u g g e S t e d t h a t t h e h y p e r
－

r e SP O n S e t O N E i s c o n c e r n e d i n t h e p a t h o g e n e si s o f H T
－ A S H a n d H C M ．


